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【目的】日本の伝統的食生活はひとくちに「高炭水化物･低脂肪」, 「米と魚と野菜の組

み合わせj と表現される。　しかし山間，漁村，平野などに住み食生活を自給自足に近

い形で営んでいた地域と，自給できない都市の食生活は差異があったと考える。そこ

で都市地域での口常食の概要を掴むため①職業②世帯構造③食料調達方法④主食⑤食

材料数⑥ＰＦＣ比率などから検証を試みた。

【方法】昭和初期の東京，金沢，名古屋，大阪，など11 都市に住む月給取り５家庭，

商家13 家庭，職人４家庭計22 家庭88  0 分の日常食の傾向を，『日本の食生活全集』

（農文協）に掲載されている献立を参考に上記項目について検証した。

【結果】世帯構造は月給取り家庭ではニ世帯が中心で平均世帯人員は5.0 人，商家は

三世代家庭が多く使用人も多いため平均世帯人員12.5 人，職人家庭も使用人が多く，

平均世帯人員18.8 人であ･つた。食料調達は郊外に田畑をもったり，庭での養鶏で一部

を自給する家庭もあるが，大部分は，振り売り，行商，市場,小売店を利用し,また料

理店や屋台を利用した中食や，百貨店や洋食店での外食もあった。主食は，米飯が多く，

米混合は８家庭，使用食材料数は14 ～25 種類,―食当たりの副食数は約２～３晶程度で，

PFC 比率はＰ比率12 ～16%, F比率7 ～16％,   C比率70 ～80％で,平均14:12:74 となった。
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目的　近世以降、現在の商品券に相当する切手・手形・券などが広く流通し、これらに

ついては『守貞漫稿』はじめ、日記類（『小梅日記』『馬琴日記』など）にも散見できる。

しかし、切手・手形に関して地域の食文化と関連づけた調査研究は管見ながらみられない。
本報では、香川県域・近世近代における食関係の切手・手形・券などの動向から、料理、

食品の発達、普及などをみようとする。

方法　香川県域に現存する慶弔の記録、゙寺社の日記、新聞（公告）などを資料とした。

資料中の切手・手形を食品、用途、年代、地域別などに分類し、各々について検討した。

結果　1 ）香川県域・近世近代の食関係の切手・手形の種類は以下のようである。

・酒（竹葉・諸白・養老）・まんじゅう（朧まんじゅう・虎屋まんじゅう）･ 菓子
・うどん・とうふ・焼とうふ・魚( 肴）

・香川新報（公告）・・・菓子切手・手形（菓子類・砂糖類・洋酒類・缶詰）

2) 慶弔の贈答、寺社の献上品（供え、見舞いなど）など、全体として切手・手形の使用

頻度の最も高い食品は酒（竹葉）である。３）仏事関係の贈答中、使用頻度の最も高いも

のは豆腐切手（手形)  で、仏事供応と豆腐料理の関係が窺える。4 ）うどん切手（手形）

とその他の麺類（そば、そうめん、きりむぎなど）の関係。5 ）切手・手形と「預け」と

の関係、および「現金引き替え」への推移。などについていくつかの知見を得た。

＊本報における食関係の切手・手形の領域は、主として商品切手・手形の範躊に限り、米、

大豆、砂糖切手などは含まない。
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